
 

 

 

 

Press Release 

日   付    令和８年１月１３日（火） 

担当所属    山梨県教育庁義務教育課 

担当者名    課長 望月 俊孝 

連 絡 先      055-223-1764 

山梨県教育委員会  

「ふるさと山梨を発信してみない甲斐？」の開催について 

 

１ 趣旨  ・県教育委員会では、将来の山梨を担う全ての児童生徒に、郷土学習を通して「郷

土への誇りや愛情」を育むために郷土学習コンクールを実施している。 

・コンクールの学習成果を発表する場を博物館と県教育委員会が共同で展開するこ 

とで、児童生徒にとってのさらなる学習機会の確保及び、県民への事業の周知や、 

博物館における各種取組の周知を図る。 

 

２ 名称  ふるさと山梨を発信してみない甲斐？（令和６年度からの取組で今回が２回目） 

 

３ 主催   山梨県教育委員会 山梨県立博物館 

        
 

４ 日時   令和８年２月８日（日） 

            午後１時３０分から午後３時２０分まで（受付開始：午後１時） 
 

５ 会場   山梨県立博物館 

 

６ 参加者 ・ふるさと山梨大賞及び優秀賞受賞者の希望者（発表者） 

・参加を希望する山梨県内の小中学生、発表者の保護者（参加者） 
 

７ 内容 

 ・ 開会行事  

・ 大賞、優秀賞受賞者によるポスターセッション型研究発表  

・ 各分野の学芸員からのコメント  

・ 閉会行事 

＜本件担当＞ 

義務教育課教育指導担当 

主幹・指導主事  梶原 隆一 

電話 055-223-1764内線（8237） 



別紙１ 

ふるさと山梨を発信してみない甲斐？ 開催要項 

 

 

１ 趣 旨 

    山梨県は、将来の山梨を担う全ての児童生徒に、郷土学習を通して「郷土への誇りや愛

情」を育むために郷土学習コンクールを実施している。その学習成果を発表する場を博物

館と県教育委員会が共同で展開することで、児童生徒にとってのさらなる学習機会の確

保及び、県民への事業の周知や、博物館における各種取組の周知を図る。 

 

 

２ 主 催  山梨県教育委員会  山梨県立博物館   

 

 

３ 日 時  令和８年２月８日（日）１３：３０～１５：２０ 

            ＊発表者受付１３：００～１３：１０ 

 

 

４ 会 場  山梨県立博物館 

 

 

５ 発表者 郷土学習コンクール大賞受賞者、優秀賞受賞者の希望者とその保護者 

 

 

６ 参観者 参加を希望する山梨県内の小中学生、博物館来館者 

 

 

７ 内 容 

     ・ 開会行事 

     ・ 大賞、優秀賞受賞者によるポスターセッション型研究発表 

     ・ 各分野の学芸員からのコメント 

・ 閉会行事 

 

 

 

 



別紙２

学校名 学年 氏　名

甲斐市立双葉東小学校 6 萩原　京子

中央市立玉穂南小学校 4 田中　衣織

富士河口湖町立小立小学校 4 中澤　陽菜

中央市立三村小学校 5 杉野　雅彦

甲斐市立双葉東小学校 6 鮫田　楓人

山梨大学教育学部附属小学校 4 鈴木　日和

鳴沢村立鳴沢小学校 5 望月　颯真

学校名 学年 氏　名 部門

中央市立玉穂中学校 2 石井　絢香 風

北杜市立甲陵中学校 1 平澤　瑛 風

南部町立南部中学校 2 望月　楓 林

山梨大学教育学部附属中学校 3 小野　慈世 火

北杜市立長坂中学校 2 堀内　湖衣 山

山梨大学教育学部附属中学校 2 亀井　璃音 富士山

　　　　　　　　　第１８回ふるさと山梨郷土学習コンクール　入賞者一覧（小学校）

もっともっと広がれ！スマート農業～これまでの経験とＩＣＴの融合～

伝えていきたい　すばらしいスズ竹細工

山梨と戦争

小

学

校

富士山の高山植物

賞 研究主題

ふるさと山梨大賞【知事賞】

富士山の涌水～おいしさの秘密～

なぜ山梨県で紅梅焼？～続　粉食文化　その奥にあるもの～

ふるさと山梨優秀賞

【教育長賞】

山梨のダム調べてみたら

　　　　　　第１８回ふるさと山梨郷土学習コンクール　入賞者一覧（中学校）

賞 研究主題

ふるさと山梨大賞【知事賞】 中央市をおそう水害～過去から学ぶ防災の知恵～
中

学

校
ふるさと山梨優秀賞

【教育長賞】

ダイズイキタ？いえ、大豆生田（まみょうだ）です。
続・ふるさとの十五年戦争
丸石道祖神とその起源
人口減少とどのように向き合うのかー私が住む地区「栗林」から考えるー

富士山の生き方


